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CO2と水の置換による弾性波異向性の変化
Seismic anisotropy due to CO2 replacing water
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多孔質堆積貯留層は通常強い異向性を示す。CO2注入後モニタリングにおいて弾性波探査による方法、特に弾性波ト
モグラフィは最も有効であることが分かっている。この場合、弾性波異向性を考慮した逆解析が重要であることが室内
実験データを用いた解析結果で明らかになっている（Lei&Xue, 2009）。

この研究では、更に弾性波異向性も飽和度や間隙圧の関数であることに着目し、室内実験データに基づく弾性波異向
性モデリングを行った。異向性の考慮により逆解析の精度が向上できるだけではなく、注入による間隙圧の拡散や CO2
飽和度の推測にも異向性が重要なデータとして利用できることを明らかにする。
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